
返
還
後
香
港
法
と
「
一
国
両
制
」

　
　
　
　
　
居
留
権
事
件
に
お
け
る
基
本
法
解
釈
権
の
帰
属
1

広
　
　
江

倫
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は
じ
め
に

　
一
九
九
九
年
一
月
二
九
日
香
港
特
別
行
政
区
終
審
法
院
は
、
香

港
居
留
権
付
与
の
範
囲
を
大
幅
に
広
く
解
す
る
画
期
的
な
違
憲
判

決
を
下
し
た
。
判
決
を
受
け
た
香
港
政
庁
は
、
同
年
五
月
大
陸
に

居
住
す
る
申
国
人
で
あ
っ
て
香
港
居
留
権
が
新
た
に
付
与
さ
れ
る

も
の
は
、
第
二
世
代
を
合
め
て
約
一
六
七
万
人
で
あ
る
と
の
試
算

結
果
を
出
し
た
。

　
人
口
楯
密
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
き
た
六
六
〇
万
人
口
の
香
港
へ

の
、
そ
の
三
分
の
一
近
く
の
新
た
な
移
民
流
入
の
予
測
は
香
港
社

会
を
震
撞
さ
せ
る
の
に
十
分
で
あ
り
、
香
港
政
庁
は
た
だ
ち
に
中

国
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
（
以
下
、
全
人
代
常
委
会
）

に
関
連
条
文
の
再
解
釈
を
要
請
し
た
。
そ
し
て
同
年
六
月
二
六
目
、

全
人
代
常
委
会
は
終
審
法
院
の
解
釈
を
完
全
に
覆
す
形
で
中
華
人

民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
（
以
下
、
基
本
法
）
条
文
再

解
釈
を
行
う
の
で
あ
る
。

　
移
民
政
策
に
関
す
る
政
策
的
判
断
と
い
う
点
で
は
、
全
人
代
常

委
会
お
よ
ぴ
香
港
政
庁
の
決
断
に
よ
っ
て
事
態
の
悪
化
が
回
避
さ

れ
た
、
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
一
連
の
居
留
権
事
件
に
お
け
る

論
点
は
香
港
居
留
権
を
享
有
す
る
者
の
範
囲
の
み
に
は
と
ど
ま
ら

な
い
。
一
方
で
終
審
法
院
は
基
本
法
解
釈
の
上
に
、
基
本
法
に
規

定
さ
れ
る
香
港
居
留
権
の
範
囲
を
確
定
し
、
他
方
で
全
人
代
常
委

会
も
、
基
本
法
解
釈
の
帰
結
と
し
て
そ
の
範
囲
を
狭
く
解
し
た
。

居
留
権
事
件
に
お
い
て
は
返
遼
後
の
香
港
法
を
と
り
ま
く
根
本
的

問
題
が
深
く
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
返
還
後
香
港
で

実
質
的
な
憲
法
と
し
て
機
能
し
て
い
る
基
本
法
を
、
誰
が
ど
の
よ

87
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う
に
解
釈
す
る
か
、
と
い
う
基
本
法
解
釈
権
の
帰
属
問
題
で
あ
る
。

　
返
還
後
、
香
港
特
別
行
政
区
に
お
い
て
は
、
中
国
の
香
港
問
題

に
関
す
る
基
本
方
針
政
策
で
あ
る
二
国
両
制
L
に
基
づ
い
て

「
高
度
の
自
治
」
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
香
港
の
置
か
れ
た
特
殊

な
立
場
を
反
映
し
て
、
基
本
法
解
釈
に
つ
い
て
も
、
香
港
法
院
お

よ
び
全
人
代
常
委
会
の
解
釈
権
限
区
分
が
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し

基
本
法
条
文
か
ら
は
解
釈
権
限
の
帰
属
を
め
ぐ
る
詳
細
は
提
示
さ

れ
ず
、
そ
れ
は
返
還
後
の
個
々
の
事
例
に
よ
づ
て
細
則
が
確
定
さ

れ
て
い
く
他
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
こ
の
事
件
は
ま
た
、
解
釈
権

区
分
に
関
す
る
香
港
、
中
国
双
方
の
理
解
の
相
違
を
も
浮
き
彫
り

に
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
今
後
香
港
法
の
上
で
ど
の
よ
う
な

「
一
国
両
制
」
、
「
高
度
の
自
治
」
が
運
用
さ
れ
て
い
く
か
を
見
極

め
る
た
め
に
も
、
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
一
連
の
居
留
権
事
件
お
よ
び
基
本
法
が
予
定
す
る

基
本
法
解
釈
体
制
を
概
説
し
た
上
で
、
こ
の
事
件
で
示
さ
れ
た
香

港
終
審
法
院
と
全
人
代
常
委
会
の
基
本
法
解
釈
に
対
す
る
見
解
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

居
留
権
事
件
と
は

香
港
屠
留
権
の
範
囲
を
め
ぐ
る
訴
訟
、
い
わ
ゆ
る
居
留
権
事
件

と
は
、
臨
時
立
法
会
が
改
正
し
た
「
入
境
条
例
（
；
弐
σ
q
冨
庄
昌

O
『
昌
畠
昌
o
）
」
（
香
港
法
令
第
一
一
五
章
）
が
、
血
縁
に
基
づ
い

て
香
港
永
住
性
居
民
と
な
る
者
の
範
囲
を
規
定
す
る
基
本
法
第
二

四
条
第
二
項
第
三
号
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
事
件
で

あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
中
国
と
隣
接
し
、
水
、
野
菜
と
い
う
た
食
料
か
ら

政
治
に
至
る
ま
で
そ
の
影
響
を
大
き
く
被
り
な
が
ら
も
、
数
少
な

い
イ
ギ
リ
ス
直
轄
植
民
地
（
0
8
ミ
巨
O
〇
一
〇
ξ
）
と
し
て
冷
戦
期

ア
ジ
ア
で
存
続
し
、
さ
ら
に
新
中
国
か
ら
の
難
民
が
社
会
の
多
く

を
占
め
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
九
九
七
年
の
中
国
返
還
が
確
定
し

て
い
る
香
港
に
お
い
て
、
移
民
、
外
国
籍
取
得
、
返
還
後
香
港
居

留
権
の
法
的
地
位
と
い
っ
た
議
論
は
常
に
居
民
の
関
心
を
集
め
て

き
た
。
歴
史
的
に
も
植
民
地
成
立
か
ら
日
本
軍
占
領
ま
で
、
香
港

は
一
貫
し
て
中
国
大
陸
か
ら
世
界
各
地
へ
の
中
国
人
移
民
の
出
発

点
で
あ
り
、
戦
後
も
社
会
に
占
め
る
移
民
人
口
の
割
合
は
決
し
て

低
く
は
な
い
。

　
海
外
流
出
の
一
方
で
は
香
港
へ
の
新
移
民
が
存
在
す
る
。
転
じ

て
、
香
港
へ
の
流
入
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
れ
は
常
に
香
港
と
地

理
的
、
社
会
的
に
近
接
す
る
中
国
大
陸
か
ら
の
中
国
人
で
あ
り
つ

づ
け
た
。
現
代
中
国
の
経
済
、
政
治
的
変
動
に
比
し
て
安
定
的
な

秘
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香
港
の
政
治
環
境
、
経
済
格
差
は
常
に
移
民
を
引
き
付
け
る
誘
因

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
面
積
極
小
、
人
口
密
集
で
あ
る
香
港
へ
の

追
加
的
人
口
流
入
は
香
港
の
諸
機
能
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
・
か
ね

な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
返
還
以
前
は
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
双
方
の

政
策
の
下
、
中
国
か
ら
の
移
民
に
対
す
る
厳
格
な
規
制
が
し
か
れ

て
き
た
。

　
こ
の
規
制
の
一
つ
と
し
て
、
返
還
以
前
、
香
港
居
民
が
大
陸
で

出
生
し
た
子
女
は
香
港
に
定
住
す
る
権
利
を
有
さ
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
基
本
法
第
二
四
条
第
二
項
第
三
号
は
、
香
港
居
民
と
大
陸

中
国
人
と
の
問
に
出
生
し
た
多
く
の
子
女
に
も
居
留
権
取
得
が
可

能
、
と
理
解
し
う
る
規
定
を
突
如
と
し
て
置
く
。
返
遼
以
前
か
ら

こ
の
規
定
の
解
釈
は
分
か
れ
、
特
に
香
港
居
民
と
大
陸
中
国
人
と

の
間
で
出
生
し
た
香
港
居
留
権
を
持
た
な
い
子
女
が
香
港
返
還
前

後
に
い
わ
ゆ
る
「
小
人
蛇
」
と
し
て
密
入
境
を
企
て
る
な
ど
、
そ

れ
は
単
な
る
解
釈
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
社
会
問
題
化
の
様
相
を
呈

し
て
い
た
。
彼
ら
は
基
本
法
発
効
後
、
つ
ま
り
一
九
九
七
年
七
月

一
日
以
後
、
香
港
で
居
留
権
が
付
与
さ
れ
る
可
能
性
に
購
け
て
密

　
　
　
　
　
　
（
1
）

入
境
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
対
し
、
臨
時
立
法
会
は
、
返

還
直
後
「
入
境
条
例
」
を
二
度
改
正
し
、
児
童
流
入
を
阻
止
す
る

規
定
を
置
い
た
。
こ
の
条
例
は
基
本
法
第
二
四
条
が
保
障
す
る
香

港
屠
留
権
を
剥
奪
し
、
基
本
法
違
反
で
あ
る
と
し
て
、
子
女
の
居

留
権
を
求
め
る
父
母
が
香
港
入
境
事
務
所
所
長
を
提
訴
、
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
連
の
居
留
権
事
件
が
展
開
さ
れ
る
。

　
申
請
人
で
あ
る
子
女
の
父
母
が
根
拠
と
す
る
の
は
、
基
本
法
第

二
四
条
第
二
項
第
三
号
で
あ
る
。
条
文
は
第
三
章
「
屠
民
の
基
本

的
な
権
利
と
義
務
」
に
位
置
し
、
香
港
居
留
権
付
与
の
範
囲
に
つ

い
て
以
下
の
通
り
規
定
す
る
。

　
第
二
四
条
第
二
項
香
港
特
別
行
政
区
の
永
住
性
居
民
は
左
記

の
も
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
香
港
特
別
行
政
区
成
立
以
前
ま
た
は
以
後
に
香
港
で
生

　
　
　
ま
れ
た
中
国
公
民
。

　
（
二
）
　
香
港
特
別
行
政
区
成
立
以
前
ま
た
は
以
後
に
香
港
に
通

　
　
　
常
連
続
七
年
以
上
居
住
す
る
中
国
公
民
。

　
（
三
）
第
一
号
、
第
二
号
に
記
さ
れ
て
い
る
居
民
の
、
香
港
以

　
　
　
外
で
生
ま
れ
た
中
国
籍
の
子
女
。

　
（
四
）
　
（
以
下
略
）

　
同
条
に
よ
る
と
、
香
港
居
民
と
大
陸
中
国
人
と
の
間
に
出
生
し

た
中
国
籍
の
子
女
は
香
港
居
留
権
を
享
有
し
、
そ
れ
は
子
女
の
出

生
以
後
に
両
親
が
香
港
永
住
性
居
民
と
な
う
た
場
合
に
も
該
当
す

る
、
と
解
釈
し
う
る
。

醐
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他
方
、
「
入
境
条
例
（
改
正
第
二
号
）
」
（
以
下
、
第
二
号
条
例
）

（
一
九
九
七
年
七
月
一
日
採
択
）
お
よ
び
「
入
境
条
例
（
改
正
第

三
号
）
」
（
以
下
、
第
三
号
条
例
）
（
一
九
九
七
年
七
月
一
〇
日
採

択
）
は
、
香
港
居
留
権
取
得
に
以
下
の
よ
う
な
制
限
を
設
け
た
。

第
一
に
、
第
二
号
条
例
は
「
両
親
の
居
留
権
取
得
」
（
付
表
二
一

（
C
）
）
お
よ
び
「
婚
外
子
の
差
別
的
取
り
扱
い
」
（
付
表
一
一

（
二
）
）
の
規
定
を
設
け
た
。
前
者
は
香
港
以
外
で
出
生
し
た
子
女

が
香
港
居
留
権
を
取
得
す
る
場
合
、
子
女
の
出
生
時
の
両
親
の
香

港
居
留
権
取
得
を
要
件
と
し
、
■
後
者
は
特
に
父
親
と
婚
外
子
の
関

係
に
あ
っ
て
は
、
後
に
両
親
の
結
婚
に
よ
っ
て
正
式
な
婚
姻
に
よ

る
子
女
の
地
位
が
確
定
し
た
と
き
に
の
み
、
そ
の
親
子
関
係
が
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

定
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
た
。

　
第
二
に
、
第
三
号
条
例
は
「
「
単
程
証
」
（
．
．
O
冨
－
峯
ξ
實
岸
君
『
－

昌
岸
．
．
）
と
「
居
留
権
証
明
書
」
（
．
、
O
胃
庄
饒
S
試
O
｛
彗
葦
－
⑦
冒
雪
一
．
．
）

の
取
得
L
（
第
二
A
A
条
）
お
よ
び
「
条
例
の
遡
及
力
」
（
第
一

条
）
を
規
定
し
た
。
「
単
程
証
」
と
は
中
国
公
安
部
が
香
港
、
マ

カ
オ
に
、
定
住
目
的
で
赴
く
中
国
公
民
に
発
給
す
る
証
書
で
あ
る
。

第
二
A
A
条
の
規
定
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
二
A
ん
条
（
一
）
付
属
文
書
一
　
二
（
c
）
に
お
け
る
香
港

特
別
行
政
区
永
住
性
居
民
の
地
位
は
以
下
の
文
書
に
よ
っ
て
の
み

確
立
さ
れ
る
。

　
（
a
）
　
有
効
な
旅
行
証
書
お
よ
び
そ
の
旅
行
証
審
に
添
付
さ
れ

　
　
　
た
有
効
な
居
留
権
証
明
書

　
（
b
）
　
香
港
特
別
行
政
区
バ
ス
ポ
ー
ト

　
（
C
）
　
香
港
永
住
性
層
民
身
分
証

　
第
二
A
A
条
は
直
接
に
「
単
程
証
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
基
本
法
第
二
四
条
第
二
項
第
三
号
が
規
定
す

る
、
血
縁
に
よ
り
香
港
居
留
権
を
獲
得
す
る
者
に
一
番
多
く
該
当

す
る
の
は
、
香
港
居
民
と
大
陸
中
国
人
と
の
問
に
出
生
し
た
子
女

で
あ
り
、
彼
ら
の
香
港
入
境
に
と
っ
て
「
単
程
証
」
取
得
は
死
活

的
な
意
義
を
有
す
る
。
つ
ま
り
、
「
（
大
陸
か
ら
の
不
断
の
人
口
）

増
加
と
倭
小
な
土
地
面
積
は
香
港
・
マ
カ
オ
地
区
の
社
会
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

制
約
す
る
主
要
な
要
素
で
あ
る
。
」
と
の
観
点
か
ら
従
来
、
大
陸

か
ら
香
港
へ
の
往
来
に
は
「
定
額
制
」
が
し
か
れ
て
お
り
、
「
単

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

程
証
」
お
よ
び
「
双
程
証
」
保
有
者
の
み
の
入
境
が
許
可
さ
れ
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。
返
還
時
点
で
そ
れ
は
一
日
一
五
〇
人
で
あ
り
、

申
請
者
が
配
分
人
数
に
比
較
し
て
圧
倒
的
に
多
い
た
め
に
、
六
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

七
年
、
そ
れ
以
上
配
分
を
待
つ
場
合
も
あ
る
と
い
う
。
遡
及
力
の

面
で
は
、
条
例
は
返
還
当
日
に
湖
っ
て
そ
の
効
力
を
有
す
る
と
規

定
さ
れ
た
。

90
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応
訴
人
で
あ
る
入
境
事
務
所
所
長
が
規
制
の
根
拠
と
す
る
の
は
、

基
本
法
第
二
二
条
第
四
項
「
そ
の
他
の
地
区
の
人
」
の
香
港
へ
の

入
境
規
制
の
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
章
「
中
央
と
香
港
特
別

行
政
区
と
の
関
係
」
の
章
に
位
置
し
、
以
下
の
通
り
規
定
す
る
。

　
　
第
二
二
条
第
四
項
　
中
国
の
そ
の
他
の
地
区
の
人
は
香
港
特

　
別
行
政
区
に
入
る
場
合
、
認
可
の
手
続
を
と
ら
ね
ぱ
な
ら
ず
、

　
そ
の
う
ち
香
港
特
別
行
政
区
に
入
っ
て
定
住
す
る
人
数
は
、
中

　
央
人
民
政
府
の
主
管
部
門
が
香
港
特
別
行
政
区
政
府
の
意
見
を

　
求
め
た
後
確
定
す
る
。

　
問
題
は
基
本
法
の
ど
ち
ら
の
条
文
に
基
づ
い
て
、
居
留
権
付
与

の
範
囲
の
解
釈
を
行
う
か
で
あ
る
。
結
論
を
い
え
ば
、
終
審
法
院

は
「
入
境
条
例
」
が
規
定
す
る
四
つ
の
制
限
、
即
ち
「
両
親
の
居

留
権
取
得
」
、
「
婚
外
子
の
差
別
的
取
り
扱
い
」
、
「
「
単
程
証
」
と

「
居
留
権
証
明
書
」
の
取
得
L
、
「
条
例
の
遡
及
力
」
を
す
べ
て
違

憲
、
つ
ま
り
基
本
法
違
反
と
判
断
し
、
そ
れ
が
中
国
側
の
批
判
、

さ
ら
に
は
全
人
代
常
委
会
の
再
解
釈
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

一
一
基
本
法
解
釈
権

　
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
九
七
年
七
月
一
目
、
香
港
は
新
界
、
九

龍
を
合
め
て
中
国
に
一
括
返
還
さ
れ
た
。
中
英
閲
で
香
港
返
還
を

正
式
に
約
定
し
た
文
書
が
一
九
八
四
年
の
「
中
華
人
民
共
和
国
と

グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
政
府
の

香
港
問
題
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
（
中
英
共
同
声
明
）
で
あ
り
、

そ
れ
を
法
の
形
で
規
定
す
る
の
が
中
国
側
が
起
草
、
採
択
し
た
一

九
九
〇
年
の
基
本
法
で
あ
る
。
基
本
法
は
前
文
で
、
「
「
一
国
両

制
」
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
香
港
で
社
会
主
義
制
度
と
政
策
を
実

施
し
な
い
L
と
述
べ
、
第
五
条
で
「
従
来
の
資
本
主
義
制
度
と
生

活
様
式
を
保
持
し
、
五
〇
年
閻
変
え
な
い
」
と
規
定
す
る
よ
う
に
、

そ
れ
が
指
向
す
る
の
は
、
従
来
の
香
港
の
保
持
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
こ
れ
老
裏
付
け
る
よ
う
に
、
返
還
後
の
法
制
度
は
以
下
の
通
り

規
定
さ
れ
る
。
ま
ず
、
第
八
条
は
「
香
港
の
従
来
の
法
律
、
つ
ま

り
コ
モ
ン
．
口
1
、
衡
平
法
、
条
例
、
附
属
立
法
と
慣
習
法
は
、

本
法
と
抵
触
す
る
か
、
あ
る
い
は
香
港
特
別
行
政
区
立
法
機
関
が

改
正
し
た
も
の
を
除
い
て
、
保
留
さ
れ
る
」
と
規
定
し
、
香
港
法

制
度
の
保
持
を
明
ら
・
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
香
港
特
別
行
政
区
で

実
施
さ
れ
る
准
律
は
「
本
法
、
お
よ
び
本
法
第
八
条
で
規
定
さ
れ

た
香
港
の
従
来
の
法
律
と
香
港
特
別
行
政
区
立
法
機
関
の
制
定
す

る
法
律
」
（
第
一
八
条
第
一
項
）
で
あ
り
、
中
国
の
全
国
性
法
律

は
基
本
法
「
付
属
文
書
三
に
列
せ
ら
れ
た
も
の
を
除
い
て
香
港
特

〃
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別
行
政
区
で
実
施
」
さ
れ
な
い
（
第
一
八
条
第
二
項
）
。
さ
ら
に

「
香
港
の
従
来
の
司
法
制
度
は
、
香
港
特
別
行
政
区
終
審
法
院
の

設
立
に
伴
う
変
更
を
除
い
て
、
保
留
さ
れ
る
」
（
第
八
一
条
）
。

　
こ
の
よ
う
な
特
別
行
政
区
で
、
香
港
法
院
は
「
独
立
の
司
法
権

と
終
審
権
」
（
第
二
条
）
を
有
す
る
終
審
法
院
を
域
内
の
最
高
法

院
と
し
（
第
八
二
条
）
、
「
独
立
し
て
裁
判
を
行
う
」
（
第
八
五
条
）
。

つ
ま
り
、
香
港
法
院
は
、
終
審
法
院
を
頂
点
と
し
て
、
特
別
行
政

区
に
お
い
て
従
来
の
法
制
度
の
下
、
独
立
に
活
動
を
行
い
得
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
香
港
は
中
国
の
「
不
可
欠
の
一
部
」
で
あ
る
以

、
上
、
そ
の
法
院
・
法
制
度
も
全
く
独
立
に
運
用
で
き
る
は
ず
は
な

い
。
法
の
側
面
に
お
い
て
、
香
港
「
高
度
の
自
治
」
の
境
界
を
画

定
す
る
の
は
、
香
港
法
院
の
裁
判
管
轄
の
範
囲
お
よ
び
基
本
法
解

釈
権
で
あ
る
。

　
裁
判
管
轄
と
解
釈
権
を
規
定
す
る
基
本
法
第
一
九
条
お
よ
び
第

　
一
五
八
条
に
つ
い
て
は
、
起
草
当
時
か
ら
の
そ
の
妥
当
範
囲
を
め

ぐ
る
議
論
が
存
在
し
た
。
こ
れ
を
基
本
法
訴
訟
と
い
う
形
で
法
廷

に
持
ち
込
ん
だ
の
が
裁
判
管
轄
に
関
し
て
は
返
還
直
後
の
「
香
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

特
別
行
政
区
訴
馬
維
麗
」
事
件
、
そ
し
て
解
釈
権
に
関
し
て
は
，
一

の
居
留
権
事
件
で
あ
る
。

　
馬
維
麗
事
件
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
、
以
下
で
は
第
一
五
八

条
に
よ
る
解
釈
権
区
分
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
基
本
法
の
解
釈
権
は
全
人
代
常
委
会
が
有
す
る
（
第
一

項
）
。
し
か
し
、
全
人
代
常
委
会
は
香
港
法
院
に
、
事
件
を
審
理

す
る
際
、
香
港
特
別
行
政
区
自
治
範
囲
内
の
条
項
を
自
ら
解
釈
す

る
権
限
を
授
権
す
る
（
第
二
項
）
。
香
港
法
院
は
自
治
範
囲
外
の

条
項
（
「
そ
の
他
の
条
項
」
）
も
解
釈
で
き
る
が
、
事
件
の
審
理
に

あ
た
り
、
「
中
央
人
民
政
府
が
管
理
す
る
事
務
」
ま
た
は
「
中
央

と
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
」
に
関
す
る
条
項
を
解
釈
す
る
場
合
、

上
訴
で
き
な
い
最
終
判
断
を
下
す
以
前
に
、
終
審
法
院
が
全
人
代

常
委
会
に
関
連
条
項
の
解
釈
を
要
詰
す
る
（
第
三
項
）
。
そ
し
て
、

全
人
代
常
委
会
の
解
釈
が
行
わ
れ
た
後
、
香
港
法
院
は
そ
の
解
釈

に
依
拠
し
（
第
三
項
）
、
全
人
代
常
委
会
は
基
本
法
解
釈
を
行
う

前
に
、
香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
委
員
会
の
意
見
を
求
め
る
（
第

四
項
）
。

　
第
一
五
八
条
か
ら
は
、
香
港
法
院
の
基
本
法
解
釈
権
を
以
下
の

よ
う
に
理
解
で
き
る
。
香
港
法
院
は
自
治
範
囲
内
の
条
項
、
つ
ま

・
り
「
高
度
の
自
治
」
範
囲
内
の
条
項
、
お
よ
び
基
本
法
の
「
そ
の

他
の
条
項
」
を
白
ら
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
「
そ
の
他
の
条
項
」

の
中
に
お
い
て
「
中
央
人
民
政
府
が
管
理
す
る
事
務
」
お
よ
び

「
中
央
と
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
」
に
該
当
す
る
条
文
を
、
事

〃
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件
の
審
理
に
あ
た
り
解
釈
す
る
必
要
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
全
人

代
常
委
会
に
そ
の
解
釈
を
要
請
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
第
一
五
八
条
は
香
港
特
別
行
政
区
の
「
高
度
の
白
治
」
範
囲
内

外
、
お
よ
び
範
囲
外
で
あ
っ
て
も
「
中
央
人
民
政
府
が
管
理
す
る

事
務
仁
、
「
申
央
と
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
」
に
関
係
す
る
か
ど

う
か
で
、
解
釈
権
の
帰
属
を
確
定
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
基
本
法
は
ど
の
条
文
が
香
港
の
「
高
度
の
自
治
」
範
囲
内
で

あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
中
央
人
民
政
府
が
管
理
す
る
事
務
」
お

よ
ぴ
「
申
央
と
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
」
に
該
当
す
る
の
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冨
）

つ
い
て
明
確
に
規
定
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
区
分
が
確
定
し
な
い
限
り
、
双
方
の
管
轄
権
に
関
す
る
見

解
の
相
違
が
生
ず
る
事
態
は
避
け
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
返
還
後
初
め

て
明
ら
か
に
し
た
の
が
居
留
権
事
件
で
あ
る
。

三
　
基
本
法
解
釈
権
の
帰
属

　
（
一
）
　
終
審
法
院
判
決
（
一
九
九
九
年
一
月
二
九
目
）

　
終
審
法
院
李
國
能
（
＞
巨
篶
ミ
＝
）
首
席
裁
判
官
は
、
居
留

権
事
件
審
理
の
前
提
と
し
て
基
本
法
解
釈
に
関
し
て
、
解
釈
方
法

に
つ
い
て
の
原
則
的
立
場
を
述
べ
た
後
、
解
釈
権
の
帰
属
に
つ
い

て
言
及
し
た
。

　
解
釈
方
法
に
つ
い
て
李
首
席
裁
判
官
は
目
的
論
的
解
釈
を
採
用

し
、
立
法
目
的
を
「
一
国
両
制
の
原
則
の
下
で
中
華
人
民
共
和
国

と
不
可
分
の
香
港
特
別
行
政
区
を
設
立
し
、
か
つ
高
度
の
自
治
を

行
う
こ
と
で
あ
る
。
」
と
解
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
基
本
法
の

立
法
目
的
を
、
香
港
で
「
高
度
の
自
治
」
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と

解
し
た
点
で
あ
る
。

　
次
に
、
基
本
法
第
一
五
八
条
が
定
め
る
解
釈
権
区
分
に
つ
い
て

は
、
全
人
代
常
委
会
に
解
釈
を
提
起
す
る
場
合
、
お
よ
び
複
数
条

文
の
解
釈
が
関
連
す
る
場
合
、
の
二
つ
に
分
け
て
整
理
し
た
。
前

者
に
関
し
て
李
首
席
裁
判
官
は
、
「
分
類
要
件
」
（
．
．
；
①
〇
一
鍔
ω
昌
9

與
ゴ
。
昌
8
邑
巨
昌
．
．
）
お
よ
び
「
必
要
要
件
」
（
．
、
；
①
篶
8
留
－
q

8
目
q
巨
昌
．
、
）
の
基
準
を
導
入
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
は
以
下
の

通
り
定
義
さ
れ
る
。

　
　
「
（
一
）
第
一
に
基
本
法
の
条
文
が
（
a
）
中
央
人
民
政
府
の

　
管
理
す
る
事
務
に
及
ぶ
か
、
あ
る
い
は
（
b
）
中
央
と
特
別
行

　
政
区
の
関
係
に
及
ぶ
と
き
（
「
分
類
要
件
」
）
。
（
二
）
第
二
に
、

終
審
法
院
が
事
件
を
審
理
す
る
と
き
、
こ
れ
ら
の
条
文
を
解
釈

　
す
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
こ
れ
ら
の
条
文
の
解
釈
が
事
件
の
判

決
に
影
響
す
る
と
き
（
「
必
要
要
件
」
）
。
L

　
そ
し
て
全
人
代
常
委
会
へ
の
解
釈
要
請
に
当
た
っ
て
は
、
第
一

蝸
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に
事
件
に
関
連
す
る
条
文
の
「
分
類
要
件
」
へ
の
適
合
性
が
審
査

さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
分
類
要
件
」
に
合
致
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

第
二
に
、
事
件
の
審
理
に
あ
た
り
、
当
該
条
文
の
解
釈
の
必
要
性
、

お
よ
び
当
該
条
文
の
解
釈
の
事
件
判
決
へ
の
影
響
性
が
考
慮
さ
れ

る
。
こ
の
二
要
件
に
合
致
し
て
は
じ
め
て
終
審
法
院
が
全
人
代
常

委
会
に
基
本
法
解
釈
を
要
詰
す
る
。

　
そ
し
て
、
終
審
法
院
が
問
題
と
な
る
基
本
法
条
文
の
こ
れ
ら
要

件
へ
の
適
合
性
を
決
定
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
人
代
常
委
会

の
権
隈
で
は
な
い
。
李
首
席
裁
判
官
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
「
終
審
法
院
が
「
自
治
範
囲
外
の
条
文
」
が
上
述
の
二
つ
の

　
要
件
に
合
致
す
る
と
思
料
す
る
場
合
、
必
ず
全
人
代
常
委
会
に

　
関
連
条
文
の
解
釈
を
要
請
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
全
人
代
常

　
委
会
の
解
釈
は
こ
れ
ら
の
特
定
の
「
自
治
範
囲
外
の
条
文
」
に

　
つ
い
て
で
あ
り
、
一
般
的
な
解
釈
で
は
な
い
。
L

　
判
決
に
よ
る
と
、
全
人
代
常
委
会
へ
解
釈
を
要
請
す
る
決
定
権

は
終
審
法
院
に
存
す
る
。
決
定
権
が
全
人
代
常
委
会
に
属
す
る
な

ら
ぱ
、
全
人
代
常
委
会
の
解
釈
権
は
基
本
法
全
体
に
お
よ
ぶ
一
般

的
な
も
の
と
な
り
、
こ
れ
は
李
首
席
裁
判
官
の
基
本
法
第
一
五
八

条
の
理
解
と
合
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
全
人
代
常
委

会
の
基
本
法
全
体
へ
及
ぷ
解
釈
権
行
使
へ
の
一
定
の
牽
制
が
看
取

し
・
つ
る
。

　
第
二
の
複
数
条
文
の
解
釈
が
一
つ
の
事
件
で
同
時
に
発
生
す
る

場
合
に
つ
い
て
、
全
人
代
常
委
会
お
よ
び
終
審
法
院
の
解
釈
権
区

分
を
整
理
す
る
た
め
に
、
李
首
席
裁
判
官
は
「
卓
越
性
テ
ス
ト
」

（
；
ま
①
肩
＆
o
昌
巨
彗
二
霧
↓
、
．
）
と
い
う
基
準
を
導
入
し
た
。
前

述
の
よ
う
に
第
一
五
八
条
は
、
「
中
央
人
民
政
府
が
管
理
す
る
事

務
」
お
よ
び
「
中
央
と
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
」
に
関
す
る
条

項
以
外
の
「
香
港
の
自
治
範
囲
内
の
条
文
」
、
「
そ
の
他
の
条
文
」

に
つ
い
て
、
香
港
法
院
の
解
釈
権
を
認
め
る
。
し
か
し
、
本
件
の

よ
う
に
、
一
つ
の
条
文
（
第
二
四
条
）
が
明
ら
か
に
自
治
範
囲
内

の
条
文
で
あ
り
、
他
方
の
条
文
（
第
二
二
条
）
が
「
中
央
と
香
港

の
関
係
」
に
該
当
す
る
場
合
、
基
本
法
か
ら
は
そ
の
解
釈
権
区
分

が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
関
連
す
る
場
合
す
べ
て
に
全
人
代
常
委

会
の
解
釈
権
行
使
を
認
め
る
な
ら
、
そ
の
範
囲
は
基
本
法
全
体
に

及
び
か
ね
ず
、
「
高
度
の
自
治
」
実
施
の
た
め
に
解
釈
権
区
分
を

確
定
し
た
意
義
が
失
わ
れ
る
。
実
際
に
入
境
事
務
所
所
長
側
は
、

本
件
を
全
人
代
常
委
会
に
提
出
す
べ
き
と
し
て
以
下
の
通
り
主
張

し
た
。

　
　
「
（
a
）
法
院
が
X
条
（
本
件
に
照
ら
し
て
言
え
ば
、
第
二
四

　
条
）
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
条
文
が
特
別
行
政
区
自

幽



（95）返還後香港法と「一国両制」

　
治
範
囲
内
の
条
文
に
属
し
、
「
範
囲
外
の
条
文
」
で
は
な
い
が
、

　
（
b
）
自
治
範
囲
外
に
属
す
る
Y
条
（
本
件
に
つ
い
て
言
え
ば
、

　
第
二
二
条
第
四
項
）
が
X
条
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
関
連
が
問
題

　
と
な
る
と
き
、
法
院
は
第
一
五
八
条
を
根
拠
と
し
て
、
こ
の
条

　
文
を
全
人
代
常
委
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
L

　
こ
れ
に
対
し
て
、
李
首
席
裁
判
官
が
導
入
し
た
「
卓
越
性
テ
ス

ト
」
と
は
、
複
数
条
文
の
解
釈
が
関
係
す
る
場
合
、
法
院
は
中
心

と
し
て
解
釈
を
行
う
条
文
を
確
定
し
、
そ
れ
が
香
港
法
院
の
解
釈

権
限
内
の
条
文
で
あ
る
な
ら
、
た
と
え
一
部
に
全
人
代
常
委
会
が

解
釈
権
隈
を
有
す
る
条
文
の
解
釈
が
関
係
し
て
も
香
港
法
院
が
排

他
的
解
釈
権
を
有
す
る
、
と
す
る
基
準
で
あ
る
。
李
首
席
裁
判
官

は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
　
「
実
質
に
お
い
て
、
法
院
が
事
件
を
審
理
す
る
と
き
、
最
も

　
解
釈
が
必
要
で
あ
る
の
は
、
ど
の
条
文
で
あ
る
か
を
考
え
る
。

　
そ
れ
が
「
範
囲
外
の
条
文
」
で
あ
る
な
ら
、
本
法
院
は
、
全
人

　
代
常
委
会
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
解
釈
が
最
も
必
要

　
で
あ
る
の
が
、
「
範
囲
外
の
条
文
」
で
な
い
な
ら
、
提
起
す
る

　
必
要
は
な
い
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
「
範
囲
外
の
条
文
」
が

　
「
範
囲
外
の
条
文
で
は
な
い
条
文
」
の
解
釈
に
関
係
し
、
さ
ら

　
に
「
範
囲
外
の
条
文
で
は
な
い
条
文
」
を
制
限
す
る
と
き
、
法

　
院
は
こ
の
問
題
を
全
人
代
常
委
会
に
提
起
す
る
必
要
は
な
い
。
」

　
こ
の
基
準
に
照
ら
し
、
李
首
席
裁
判
官
は
本
件
に
関
し
て
、
中

心
条
文
は
自
治
範
囲
内
に
属
す
る
第
二
四
条
で
あ
り
、
全
人
代
常

委
△
眉
に
解
釈
を
提
起
す
る
必
要
は
な
い
、
と
判
断
し
た
。

　
加
え
て
入
境
事
務
所
所
長
の
議
論
に
対
し
て
は
、
再
び
香
港
の

「
高
度
の
自
治
」
に
焦
点
を
当
て
、
以
下
の
通
り
反
駁
し
た
。
特

別
行
政
区
自
治
範
囲
内
に
あ
る
X
条
の
解
釈
に
自
治
範
囲
外
の
条

文
が
及
ぷ
限
り
、
全
人
代
常
委
会
へ
の
解
釈
要
請
を
義
務
付
け
る

な
ら
ぱ
、

　
　
「
（
解
釈
）
要
請
の
目
的
は
全
人
代
常
委
会
に
「
（
自
治
）
範

　
囲
外
の
条
文
」
の
解
釈
を
要
請
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
解

　
釈
は
そ
れ
が
及
ぶ
限
り
で
X
条
の
解
釈
を
制
限
す
る
。
こ
の
よ

　
う
な
（
解
釈
）
要
請
は
、
本
法
院
の
基
本
法
解
釈
に
お
け
る
白

　
治
範
囲
内
に
属
す
る
条
文
（
X
条
）
へ
の
裁
判
管
轄
を
奪
う
も

　
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
特
別
行
政
区
の
白
治
を
著
し

　
く
削
減
し
適
切
で
は
な
い
。
L

　
さ
ら
に
「
卓
越
性
テ
ス
ト
」
導
入
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
評
価

す
る
。

　
　
「
こ
の
原
則
は
第
一
五
八
条
の
二
つ
の
主
要
な
目
的
を
実
現

　
す
る
。
つ
ま
り
、
全
人
代
常
委
会
に
基
本
法
、
と
り
わ
け
「
範

蛎
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囲
外
の
条
文
L
を
解
釈
す
る
権
隈
を
与
え
る
が
、
同
時
に
特
別

　
行
政
区
法
院
に
「
範
囲
外
の
条
文
で
は
な
い
条
文
」
を
解
釈
す

　
る
権
隈
を
与
え
、
特
に
自
治
範
囲
に
属
す
る
条
文
を
特
別
行
政

　
区
法
院
が
み
ず
か
ら
解
釈
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
L

　
こ
の
よ
う
に
、
李
首
席
裁
判
官
は
基
本
法
第
一
五
八
条
は
、
香

港
法
院
と
全
人
代
常
委
会
の
解
釈
権
限
区
分
を
規
定
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
一
月
二
九
目
の
終
審
法
院
判
決
は
、
香

港
の
「
高
度
の
自
治
」
に
重
点
を
置
き
、
そ
の
解
釈
権
の
面
で
の

帰
結
と
し
て
、
香
港
法
院
は
「
高
度
の
自
治
」
範
囲
内
の
条
項
に

関
し
て
、
全
人
代
常
委
会
の
解
釈
権
が
及
ば
な
い
排
他
的
管
轄
権

を
有
す
る
と
宣
言
し
た
も
の
、
と
要
約
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
李
首

席
裁
判
官
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
全
人
代
常
委
会
の
基
本
法
全

体
に
及
ぶ
解
釈
権
行
使
の
可
能
性
を
否
定
し
た
。

　
　
「
重
要
な
点
は
、
第
一
五
八
条
が
「
範
囲
外
の
条
文
」
を
解

　
釈
す
る
と
き
に
の
み
、
全
人
代
常
委
会
に
（
解
釈
を
）
要
請
し

　
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
条
文

　
（
「
範
囲
外
の
条
文
」
を
合
む
）
に
事
件
を
解
決
す
る
際
に
及
ぶ

　
一
般
的
な
解
釈
問
題
が
関
連
す
る
と
き
一
第
一
五
八
条
は
法
院

　
が
全
人
代
常
委
会
に
一
般
的
な
解
釈
を
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
と
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」

　
（
二
）
　
「
人
民
目
報
」
紙
上
の
終
審
法
院
判
決
批
判

　
終
審
法
院
判
決
は
民
主
派
、
法
曹
界
か
ら
積
極
的
に
評
価
さ
れ

る
。
し
か
し
、
居
留
権
付
与
に
つ
い
て
、
緩
や
か
な
基
準
を
採
用

し
た
結
果
、
香
港
居
留
権
を
取
得
す
る
者
の
数
の
大
幅
な
増
加
が

予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
、
香
港
「
高
度
の
自
治
」
に
重
き
を
置
い
た

解
釈
権
理
解
を
展
開
し
た
た
め
、
前
者
に
つ
い
て
は
香
港
の
繁
栄

と
安
定
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
、
後
者
に
対
し
て
は
中
国
側
の

見
解
と
の
相
違
か
ら
、
中
国
側
か
ら
の
反
発
が
予
想
さ
れ
た
。
早

く
も
一
九
九
九
年
二
月
六
日
、
「
人
民
日
報
」
紙
上
に
お
い
て
、

香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
起
草
委
員
を
も
務
め
た
四
人
の
中
国
法

　
　
　
　
（
9
）
　
　
（
1
0
〕
　
　
（
H
）
　
　
（
u
）

学
者
、
肖
蔚
雲
、
部
天
任
、
許
崇
徳
、
呉
建
播
が
、
終
審
法
院
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

決
に
対
す
る
批
判
を
展
開
す
る
。
こ
の
終
審
法
院
判
決
批
判
は
裁

判
管
轄
、
香
港
法
院
の
違
憲
審
査
権
、
基
本
法
の
解
釈
問
題
お
よ

び
子
女
の
居
留
権
問
題
と
い
っ
た
終
審
法
院
判
決
が
と
り
あ
つ
か

っ
た
論
点
す
べ
て
に
批
判
を
行
っ
た
が
、
特
に
、
基
本
法
解
釈
に

対
す
る
批
判
を
展
開
す
る
の
は
呉
建
播
と
肖
蔚
雲
で
あ
る
。
以
下

で
は
ま
ず
両
者
の
批
判
を
紹
介
す
る
。
呉
建
播
の
批
判
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　
　
「
中
国
憲
法
に
よ
る
と
、
法
偉
の
解
釈
権
は
全
人
代
常
委
会

％
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に
属
す
る
の
で
あ
り
、
基
本
法
も
明
文
で
、
基
本
法
解
釈
権
が

　
全
人
代
常
委
会
に
あ
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
特
別
行
政
区
法
院

　
が
事
件
を
審
理
す
る
と
き
の
基
本
法
を
解
釈
す
る
権
限
は
、
全

　
人
代
常
委
会
が
授
与
し
た
も
の
で
あ
り
、
制
限
が
あ
る
。
判
決

　
は
特
別
行
政
区
法
院
の
基
本
法
に
対
す
る
部
分
的
解
釈
権
を
任

　
意
に
拡
大
し
、
ま
た
権
力
の
源
を
転
倒
し
て
い
る
。
L

　
さ
ら
に
、
「
卓
越
性
テ
ス
ト
」
の
採
用
に
つ
い
て
、

　
　
「
こ
の
種
の
解
釈
は
実
際
に
お
い
て
、
全
人
代
常
委
会
に
解

　
釈
を
講
求
す
る
範
囲
を
狭
め
る
も
の
で
、
誤
り
で
あ
る
」

と
述
べ
る
。

　
肖
蔚
雲
は
以
下
の
見
解
を
示
す
。

　
　
「
終
審
法
院
の
基
本
法
に
対
す
る
解
釈
権
は
全
人
代
常
委
会

　
が
授
権
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
に
固
有
で
は
な
い
。
解

　
釈
の
範
囲
に
は
制
限
が
あ
る
。
中
央
が
管
理
す
る
事
務
お
よ
び

　
中
央
と
特
別
行
政
区
の
関
係
に
及
ぷ
と
き
、
法
に
よ
っ
て
、
全

　
人
代
常
委
会
に
解
釈
を
請
求
し
、
全
人
代
の
解
釈
を
標
準
と
し

　
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
」

　
表
現
は
若
干
異
な
る
も
の
の
、
両
者
の
主
張
は
次
の
よ
う
に
要

約
し
う
る
。
つ
ま
り
基
本
法
を
合
め
た
中
国
の
法
律
解
釈
権
は
す

べ
て
全
人
代
常
委
会
に
属
し
、
香
港
法
院
の
解
釈
権
は
全
人
代
常

委
会
か
ら
授
権
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
李
首
席
裁
判
官
の
採
用
す

る
「
卓
越
性
テ
ス
ト
」
は
全
人
代
常
委
会
が
有
す
る
解
釈
権
の
範

囲
を
狭
め
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
兄
解
を
裏
付
け
る
の
が
全
人
代
常
委
会
解
釈
後
の

呉
建
瑠
論
文
で
あ
る
。
呉
の
見
解
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
基
本

法
第
一
五
八
条
第
二
項
、
第
三
項
は
香
港
法
院
に
解
釈
権
を
「
授

権
」
す
る
の
で
あ
り
、
か
つ
「
授
権
」
と
「
分
権
」
は
異
な
る
概

念
で
あ
る
。
例
え
ば
、
全
人
代
常
委
会
は
香
港
法
院
に
自
治
範
囲

内
の
条
項
を
自
ら
解
釈
す
る
権
限
を
「
授
権
」
す
る
の
で
、
全
人

代
常
委
会
は
基
本
法
の
上
述
の
部
分
に
解
釈
権
を
享
有
し
な
い
と

の
意
見
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
授
権
」
と
「
分
権
」
を
混
同
し
て

い
る
。
「
授
権
」
は
権
力
主
体
が
自
ら
の
権
力
を
根
拠
と
し
て
、

他
の
主
体
に
一
定
の
条
件
に
お
い
て
権
力
行
使
を
許
可
す
る
こ
と

で
あ
り
、
白
ら
の
権
力
は
授
権
に
よ
っ
て
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
。

「
授
権
」
概
念
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
、
呉
は
「
基
本
法
の
規
定
に

よ
る
と
、
全
人
代
常
委
会
は
特
別
行
政
区
の
自
治
範
囲
内
の
条
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

を
合
む
す
べ
て
の
条
文
に
解
釈
権
を
有
す
る
」
と
述
べ
る
。

　
進
ん
で
呉
は
、
全
人
代
常
委
会
は
香
港
法
院
の
「
授
権
」
権
限

行
使
に
対
す
る
「
監
督
」
権
を
持
つ
、
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、

全
人
代
常
委
会
が
授
権
者
と
し
て
、
香
港
法
院
が
一
定
ぴ
条
件
に

97
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従
づ
て
、
権
限
を
行
使
し
た
か
ど
う
か
を
監
督
す
る
権
限
を
有
す

る
。
香
港
法
院
が
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
と
き
に
従
う
条
件
は
、

第
一
に
「
事
件
の
審
理
」
を
行
う
場
合
に
の
み
解
釈
を
行
い
（
基

本
法
第
一
五
八
条
第
二
項
）
、
第
二
に
「
中
央
人
民
政
府
が
管
理

す
る
事
務
」
、
「
中
央
と
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
」
に
及
ぶ
条
文

の
解
釈
が
判
決
に
影
響
す
る
と
き
「
上
訴
で
き
な
い
最
終
判
決
」

を
下
す
前
に
「
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
に
解
釈
を
要
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
で
あ
る
（
第
一
五
八
条
第
三
項
）
。

こ
こ
ま
で
は
、
基
本
法
に
規
定
さ
れ
る
要
件
で
あ
る
。
し
か
し
、

呉
は
加
え
て
、
規
定
以
外
の
条
件
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
つ
ま

り
、
「
こ
の
他
、
極
め
て
重
要
な
条
件
は
、
特
別
行
政
区
法
院
の

解
釈
は
必
ず
基
本
法
の
立
法
目
的
に
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
（
帖
）

こ
と
で
あ
る
」
、
と
し
て
立
法
目
的
を
条
件
の
一
つ
と
し
て
あ
げ

る
。
呉
に
よ
る
と
、
「
こ
れ
は
基
本
法
の
関
連
の
規
定
に
は
含
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
〕

れ
て
い
な
い
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
明
ら
か
で
あ
る
」
。
全
人

代
常
委
会
は
「
監
督
」
者
と
し
て
、
香
港
法
院
が
基
本
法
の
立
法

目
的
に
適
合
し
な
い
解
釈
を
行
う
と
き
、
自
ら
の
解
釈
で
も
っ
て

誤
り
を
糾
す
。
「
今
回
の
全
人
代
常
委
会
の
解
釈
は
特
別
行
政
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
打
）

法
院
の
監
督
権
を
行
使
し
た
一
例
で
あ
る
」
。

　
（
三
）
　
終
審
法
院
に
よ
る
「
澄
清
」

　
本
来
、
域
内
の
最
高
裁
で
下
さ
れ
た
判
決
は
、
数
々
の
批
判
に

遇
お
う
と
同
じ
裁
判
所
に
よ
づ
て
再
び
審
理
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
終
審
法
院
李
首
席
裁
判
官
は
一
九
九
九
年
二
月
二
六
日
、

　
　
　
　
（
㎎
）

異
例
の
「
澄
清
」
と
い
う
形
で
居
留
権
事
件
の
基
本
法
解
釈
権
区

分
に
関
す
る
見
解
を
再
ぴ
宣
言
し
た
。
李
首
席
裁
判
官
は
第
一
五

八
条
に
関
し
て
以
下
の
通
り
述
べ
た
。

　
　
「
第
一
五
八
条
第
一
項
は
、
基
本
法
の
解
釈
権
が
全
人
代
常

　
委
会
に
存
在
す
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
法
院
が
事
件
を
審
理
す

　
る
際
、
そ
の
基
本
法
解
釈
権
限
は
第
一
五
八
条
第
二
項
お
よ
び

　
第
一
五
八
条
第
三
項
に
よ
っ
て
全
人
代
常
委
会
か
ら
授
権
さ
れ

　
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
一
月
二
九
日
の
判
決
の
中
で
は
、

　
法
院
が
基
本
法
を
執
行
し
、
解
釈
す
る
権
力
は
基
本
法
に
由
来

　
し
、
上
述
の
条
文
を
合
む
基
本
法
の
条
文
に
拘
束
さ
れ
る
と
述

　
べ
た
。
」

　
こ
の
「
澄
清
」
に
お
い
て
李
首
席
裁
判
官
は
、
一
月
二
九
目
の

判
決
で
言
及
し
た
、
一
見
終
審
法
院
の
固
有
の
権
限
と
も
理
解
で

き
る
、
基
本
法
自
治
範
囲
内
の
条
項
へ
の
解
釈
権
行
使
を
、
全
人

代
常
委
会
か
ら
の
授
権
と
し
て
言
い
換
え
て
い
る
。

　
基
本
法
解
釈
に
関
す
る
問
題
は
「
澄
清
」
で
ひ
と
ま
ず
の
解
決

㎎
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が
な
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
兄
え
た
。
し
か
し
、
居
留
権
寸
与
の
範

囲
に
つ
い
て
も
、
一
月
二
九
目
の
終
審
法
院
判
決
が
実
行
さ
れ
る

な
ら
、
大
量
の
中
国
人
が
香
港
に
流
入
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

（
1
9
）

っ
た
。
そ
こ
で
、
香
港
特
別
行
政
区
行
政
長
官
は
一
九
九
九
年
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

月
二
九
目
、
国
務
院
へ
報
告
書
を
提
出
し
、
基
本
法
関
連
条
文
の

解
釈
を
求
め
た
。
香
港
政
庁
は
第
一
に
、
終
審
法
院
判
決
と
政
庁

の
基
本
法
関
連
条
文
へ
の
解
釈
が
異
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
関
連

条
文
は
「
中
央
と
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
」
に
関
連
す
る
の
で

全
人
代
常
委
会
に
解
釈
を
要
請
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と

し
、
解
釈
を
要
請
し
た
。
政
庁
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
「
基
本
法
の
関
連
条
文
に
関
す
る
終
審
法
院
解
釈
は
、
香
港

　
政
庁
が
考
え
る
そ
れ
ら
の
条
項
の
意
図
す
る
文
言
、
目
的
お
よ

　
び
立
法
意
図
と
異
な
る
。
…
…
問
題
は
ど
の
よ
う
に
基
本
法
が

　
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
原
則
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
香
港

　
へ
の
大
陸
居
住
者
の
入
境
制
限
は
、
中
央
と
香
港
特
別
行
政
区

　
の
関
係
を
生
じ
さ
せ
る
の
で
、
香
港
特
別
行
政
区
は
も
は
や
独

　
自
に
そ
の
間
題
を
解
決
で
き
な
い
。
」

　
そ
し
て
、
こ
の
基
本
法
に
規
定
の
な
い
異
例
の
香
港
政
庁
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

る
解
釈
要
請
手
続
は
、
基
本
法
第
四
三
条
第
二
項
お
よ
び
第
四
八

　
　
　
　
　
（
”
）

条
第
・
一
項
第
二
号
の
「
行
政
長
官
の
職
権
」
の
中
に
合
ま
れ
る
と

解
釈
さ
れ
た
。

　
（
四
）
　
全
人
代
常
委
会
の
基
本
法
解
釈

　
政
庁
の
要
請
を
受
け
て
一
九
九
九
年
六
月
二
六
日
、
第
九
回
全

人
代
常
委
会
第
一
〇
回
会
議
に
お
い
て
、
居
留
権
事
件
に
関
連
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

る
基
本
法
条
文
の
再
解
釈
が
全
人
代
常
委
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

全
人
代
は
、
第
一
に
、
関
連
条
文
は
「
中
央
と
香
港
特
別
行
政
区

の
関
係
」
に
該
当
し
、
第
二
に
、
終
審
法
院
判
決
に
お
け
る
解
釈

は
立
法
意
図
と
符
合
し
な
い
、
と
の
二
理
由
を
述
べ
た
後
、
解
釈

を
行
っ
た
。
全
人
代
常
委
会
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
「
関
連
条
文
は
中
央
人
民
政
府
が
管
理
す
る
事
務
と
中
央
と

　
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
に
及
び
、
終
審
法
院
は
判
決
を
行
う

　
前
に
、
基
本
法
第
一
五
八
条
第
三
項
の
規
定
に
依
拠
し
て
全
人

　
代
常
委
会
に
解
釈
を
請
求
せ
ず
、
か
つ
終
審
法
院
の
解
釈
は
立

　
法
意
図
と
符
合
し
な
い
。
」

　
関
連
条
文
の
解
釈
に
つ
い
て
、
ま
ず
基
本
法
第
二
二
条
第
四
項

の
「
中
国
の
そ
の
他
の
地
区
の
人
」
は
香
港
永
住
性
居
民
が
大
陸

で
出
生
し
た
中
国
籍
の
子
女
を
合
む
、
と
解
釈
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
子
女
は
、
中
国
の
法
偉
お
よ
び
行
政
法
規
に
よ
っ
て
批
准
を
申

請
し
、
有
効
な
旅
行
証
書
、
つ
ま
り
「
単
程
証
」
を
携
行
し
て
香

ω
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港
に
入
境
し
な
い
限
り
違
法
で
あ
る
。
次
に
、
基
本
法
第
二
四
条

第
二
項
第
三
号
の
規
定
す
る
子
女
は
、
両
親
の
い
ず
れ
か
が
第
二

四
条
第
二
項
第
一
号
あ
る
い
は
第
二
号
に
適
合
し
、
永
住
性
屠
民

の
資
格
を
既
に
取
得
し
た
者
を
指
す
、
と
示
さ
れ
た
。
結
果
と
し

て
、
「
入
境
条
例
」
が
規
定
し
た
「
両
親
の
居
留
権
取
得
」
お
よ

び
「
「
単
程
証
」
と
「
居
留
権
証
明
書
」
の
取
得
L
の
要
件
が
復

活
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
（
五
）
　
そ
の
後
の
屠
留
権
事
件

　
基
本
法
第
一
五
八
条
第
三
項
に
よ
る
と
、
全
人
代
常
委
会
が
解

釈
を
加
え
た
基
本
法
条
文
を
香
港
法
院
が
引
用
す
る
場
合
、
全
人

代
常
委
会
の
解
釈
に
準
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
人
代
の
基

本
法
解
釈
後
、
居
留
権
の
範
囲
を
め
ぐ
る
事
件
が
終
審
法
院
で
争

　
　
（
胴
）

わ
れ
た
が
、
基
本
法
解
釈
権
の
帰
属
に
つ
い
て
終
審
法
院
李
首
席

裁
判
官
は
、
第
一
五
八
条
第
三
項
に
従
い
、
全
人
代
常
委
会
の
解

釈
に
沿
う
た
見
解
へ
と
軌
遺
修
正
し
た
。
李
首
席
裁
判
官
は
全
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肪
）

代
常
委
会
の
基
本
法
解
釈
権
は
中
国
憲
法
第
六
七
条
第
四
号
に
根

拠
を
持
ち
、
基
本
法
第
一
五
八
条
第
一
項
自
体
に
確
認
さ
れ
る
の

で
あ
り
い
か
な
る
制
限
を
も
受
け
な
い
、
と
の
見
解
を
示
し
た
。

終
審
法
院
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
「
（
全
人
代
常
委
会
の
解
釈
）
権
限
は
中
国
憲
法
第
六
七
条
第

　
四
号
か
ら
導
か
れ
、
そ
し
て
、
基
本
法
第
一
五
八
条
第
一
項
自

　
体
に
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
五
八
条
第
一
項
に
よ
り
授
権
さ
れ

　
て
い
る
基
本
法
解
釈
の
権
限
は
一
般
的
で
制
限
さ
れ
な
い
。
」

　
さ
ら
に
原
告
側
弁
護
人
に
よ
る
、
第
一
五
八
条
は
全
人
代
常
委

会
が
「
中
央
人
民
政
府
の
責
任
」
お
よ
び
「
中
央
と
香
港
の
関

係
」
に
関
す
る
条
文
に
の
み
全
人
代
常
委
会
が
解
釈
を
行
え
る
よ

う
に
憲
法
的
制
限
を
課
し
て
お
り
、
こ
れ
が
基
本
法
の
規
定
す
る
、

終
審
権
を
合
む
香
港
の
「
高
度
の
白
治
」
に
合
致
す
る
、
と
の
主

張
に
対
し
て
は
以
下
の
通
り
述
べ
、
こ
れ
を
退
け
た
。

　
　
「
（
全
人
代
常
委
会
解
釈
権
の
）
権
限
と
存
在
は
第
一
五
八
条

　
第
二
項
、
第
一
五
八
条
第
三
項
の
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も

　
制
限
さ
れ
、
あ
る
い
は
規
制
さ
れ
な
い
。
」
「
香
港
法
院
に
、
第

　
一
五
八
条
第
二
項
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
権
限
は
常
委
会
に
与

　
え
ら
れ
る
解
釈
の
一
般
的
権
限
か
ら
生
じ
る
。
第
一
五
八
条
第

　
三
項
は
そ
の
権
限
を
拡
大
す
る
が
、
（
全
人
代
常
委
会
に
）
解

　
釈
を
要
請
す
る
と
い
う
制
限
の
対
象
で
あ
る
。
…
…
（
主
張
の

　
よ
う
な
）
制
限
付
権
限
は
第
一
五
八
条
第
一
項
が
規
定
す
る
一

　
般
的
な
権
限
と
は
合
致
し
な
い
。
」

　
こ
の
対
応
か
ら
、
李
首
席
裁
判
官
は
全
人
代
常
委
会
と
同
様
に
、

001



（1O1）返還後香港法と「一国両制」

全
人
代
常
委
会
が
基
本
法
全
体
に
及
ぷ
解
釈
権
を
有
す
る
と
の
見

解
を
採
用
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
さ
ら
に
全
人
代
常
委
会
の
基
本
法
解
釈
権
行
使
の
理
曲
と
、
李

首
席
裁
判
官
が
一
月
二
九
日
の
判
決
で
示
し
た
「
分
類
要
件
」
、

「
必
要
要
件
」
お
よ
び
「
卓
越
性
テ
ス
ト
」
は
矛
盾
す
る
。
李
首

席
裁
判
官
は
、
判
決
に
お
い
て
そ
の
再
考
の
余
地
を
以
下
の
通
り

示
唆
す
る
。

　
　
「
法
院
は
呉
嘉
玲
事
件
に
お
い
て
、
（
全
人
代
常
委
会
へ
の
）

　
基
本
法
解
釈
要
請
を
行
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
（
全
人
代
常

　
委
会
）
解
釈
の
前
文
は
次
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

　
法
院
が
判
決
以
前
に
常
委
会
に
「
第
一
五
八
条
第
三
項
の
要
求

　
に
応
じ
て
」
関
連
条
項
の
解
釈
を
求
め
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
見
解
は
、
法
院
が
呉
嘉
玲
で
適
用
し
た
解
釈
と
異
な
る
第

　
一
五
八
条
第
三
項
の
解
釈
に
及
ん
で
い
る
の
で
、
法
院
は
分
類
、

　
必
要
要
件
そ
し
て
卓
越
性
テ
ス
ト
を
、
適
切
な
事
件
に
お
い
て

　
再
び
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
L

　
　
　
四
　
返
還
後
香
港
法
の
間
題
点
－
「
一
国
両
制
」
の
行
方

　
一
月
二
九
日
の
判
決
に
お
い
て
、
李
首
席
裁
判
官
は
基
本
法
解

釈
権
を
終
審
法
院
と
金
人
代
常
委
会
に
分
割
し
、
双
方
に
排
他
的

管
轄
権
を
設
定
し
た
。
香
港
法
院
の
排
他
的
な
管
轄
権
の
根
拠
は
、

基
本
法
の
規
定
す
る
「
高
度
の
白
治
」
で
あ
り
、
李
首
席
裁
判
官

は
「
高
度
の
自
治
」
を
重
視
し
、
「
高
度
の
自
治
」
範
囲
内
に
あ

る
香
港
法
院
が
解
釈
権
を
有
す
る
条
文
を
広
く
解
し
た
。
例
え
ば

「
卓
越
性
テ
ス
ト
」
の
導
入
は
、
「
中
央
人
民
政
府
が
管
理
す
る
事

務
」
お
よ
び
「
中
央
と
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
」
に
該
当
す
る

条
文
の
解
釈
で
あ
っ
て
も
、
事
件
審
理
の
核
心
と
な
ら
な
い
限
り
、

香
港
法
院
の
当
該
条
文
解
釈
を
可
能
に
し
た
。
し
か
し
、
全
人
代

常
委
会
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
香
港
法
院
の
排
他
的
解
釈
権
は
否

定
さ
れ
、
全
人
代
常
委
会
が
香
港
「
高
度
の
自
治
」
実
施
の
数
々

の
保
障
に
も
関
わ
ら
ず
、
基
本
法
全
般
に
及
ぶ
解
釈
権
を
行
使
し

う
る
、
と
の
理
解
の
可
能
性
が
提
示
さ
れ
た
。

　
一
連
の
居
留
権
事
件
の
結
末
は
、
居
留
権
の
面
で
は
多
く
の
香

港
人
の
意
に
か
な
う
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
、
基
本
法

解
釈
権
の
帰
属
と
い
っ
た
法
的
側
面
に
お
い
て
は
、
一
連
の
中
国

側
の
対
応
が
、
香
港
に
享
有
が
許
さ
れ
た
「
高
度
の
自
治
」
に
つ

い
て
の
不
安
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
屠
留
権
に
関

し
て
は
、
中
国
の
解
釈
を
支
持
す
る
が
、
法
院
の
解
釈
権
、
ひ
い

て
は
「
高
度
の
自
治
」
の
法
的
内
容
の
観
点
か
ら
は
中
国
の
措
置

に
違
和
感
を
覚
え
る
。
こ
の
よ
う
な
香
港
人
の
背
反
し
た
感
情
を
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背
景
に
、
事
件
終
結
後
も
こ
の
一
連
の
屠
留
権
事
件
は
香
港
に
お

け
る
広
範
な
議
論
の
対
象
と
な
り
つ
づ
け
て
い
る
。

　
居
留
権
の
範
囲
を
め
ぐ
る
政
策
的
当
否
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
れ
は
前
述
の
通
り
、
香
港
社
会
に
根
深
い
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
後
に
、
法
的
側
面
か
ら
基
本
法
解
釈
権
に
お
け
る
問

題
点
を
指
摘
し
た
い
。

　
第
一
に
、
「
分
類
要
件
」
、
「
必
要
要
件
」
、
「
卓
越
性
テ
ス
ト
」

さ
ら
に
「
高
度
の
自
治
」
に
重
き
を
置
い
た
基
本
法
解
釈
の
方
向

性
に
裏
付
け
ら
れ
た
終
審
法
院
の
詳
細
な
検
討
に
対
す
る
、
全
人

代
常
委
会
の
解
釈
権
行
使
の
理
曲
は
、
説
得
力
に
欠
け
る
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
全
人
代
常
委
会
は
基
本
法
の
立
法
目
的
と
の
相

違
、
お
よ
び
関
連
条
文
が
「
中
央
と
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
」

に
該
当
す
る
こ
と
を
理
幽
に
解
釈
を
行
づ
た
。
し
か
し
、
中
国
側

が
考
え
る
基
本
法
の
立
法
目
的
は
言
及
さ
れ
ず
、
ま
た
基
本
法
第

二
四
条
が
「
中
央
と
香
港
特
別
行
政
区
の
関
係
」
に
及
ぶ
理
由
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
基
本
法
関
連
条
文
の
性
質
如
何
が
解

釈
権
の
帰
属
を
決
定
す
る
以
上
、
そ
の
性
質
決
定
の
理
由
が
明
ら

か
で
な
い
こ
と
は
、
規
範
論
理
的
に
不
明
瞭
感
が
否
め
な
い
の
で

あ
る
。

　
第
二
に
、
性
質
決
定
理
由
の
1
愛
味
さ
に
加
え
て
、
解
釈
権
関
係

の
間
題
を
も
す
べ
て
授
権
関
係
に
帰
せ
し
め
、
全
人
代
常
委
会
の

基
本
法
全
般
に
及
ぶ
一
般
的
解
釈
権
を
容
認
す
る
こ
と
は
、
実
質

的
に
全
人
代
常
委
会
を
香
港
最
終
審
に
据
え
る
効
果
を
有
す
る
。

し
か
も
、
全
人
代
常
委
会
の
解
釈
権
発
動
は
、
条
文
の
性
質
決
定

理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
予
見
可
能
性
を
持
た
な

い
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
終
審
法
院
設
立
お
よ
ぴ
香
港
法
の
維
持

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
、
法
的
側
面
に
お
け
る
「
高
度
の
自
治
」

を
狭
く
解
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
ば
か
り
か
、
居
留
権
事
件
の
よ

う
な
後
続
の
多
数
の
人
々
が
関
係
す
る
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
に
お
い
て

は
、
社
会
的
影
響
も
甚
大
で
あ
る
。
こ
れ
は
香
港
法
の
安
定
性
、

公
平
性
に
対
す
る
信
頼
感
の
喪
失
を
導
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
1
）
　
陳
弘
毅
「
香
港
回
帰
前
後
的
違
憲
審
査
制
度
」
『
廣
角
鏡
月
刊
』

　
一
九
九
八
年
八
月
、
二
六
頁
。

（
2
）
　
以
下
で
は
屠
留
権
事
件
終
審
法
院
判
決
と
し
て
、
Z
o
q
穴
o
－

　
＝
目
o
q
く
g
冨
g
昌
o
二
昌
旨
釘
H
印
ご
o
員
↓
豊
一
ヌ
巨
彗
－
冨
晶
く
〇
一
－

　
『
8
a
『
o
二
昌
冒
后
昌
饒
昌
一
画
目
」
冒
篶
g
o
H
o
＝
昌
邑
o
q
竃
叶
一
昌
く

　
○
幕
昌
血
q
－
苧
峯
彗
口
竃
o
］
－
＝
穴
O
N
彗
を
引
用
す
る
。
な
お
、

　
こ
の
判
決
全
文
は
葦
亘
ミ
≦
ξ
峯
」
ま
O
、
σ
q
O
く
．
す
（
冨
色
o
L
団
ミ
＼

　
彗
O
q
＝
ω
ミ
艘
冥
－
匡
L
①
I
o
o
。
■
巨
冒
で
入
手
可
能
で
あ
り
、
引
用
は
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こ
れ
に
拠
っ
た
。

（
3
）
　
母
親
と
子
女
の
場
合
、
婚
姻
に
よ
る
子
女
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い

　
子
女
の
い
ず
れ
も
親
子
関
係
が
認
定
さ
れ
る
。

（
4
）
　
項
説
編
著
『
中
外
出
入
境
法
律
指
南
』
中
国
人
民
公
安
大
学
出

　
版
社
、
一
九
九
八
年
、
ニ
ハ
三
頁
。

（
5
）
　
香
港
へ
の
一
時
滞
在
を
目
的
と
す
る
際
、
印
国
公
安
部
に
よ
り

　
発
給
さ
れ
る
証
明
書
。

（
6
）
　
項
説
、
前
掲
沓
、
一
六
三
頁
。

（
7
）
　
＝
ヌ
ω
＞
カ
く
ζ
凹
ミ
吐
丙
ミ
o
目
口
o
彗
］
M
＝
穴
O
ω
旨
．

（
8
）
例
え
ぱ
、
く
国
多
O
～
一
、
＝
o
轟
声
昌
o
q
、
ω
之
o
峯
O
o
畠
巨
ε
－

　
＝
o
コ
邑
O
［
o
①
『
－
↓
す
o
カ
o
ω
⊆
昌
o
ま
o
目
o
↓
〇
三
コ
①
閉
①
ω
o
く
①
『
9
o
q
目
片
｝

　
彗
α
暮
①
吋
竃
斥
「
酎
ミ
、
．
一
竃
8
己
巴
邑
昌
一
工
昌
o
q
〆
o
目
o
q
ζ
三
く
實
－

　
閉
一
q
～
轟
9
冨
竃
ら
P
曽
ω
－
昌
卜
．
↓
．
≦
ζ
O
『
ユ
9
．
．
ω
O
昌
①
零
〇
一
U
－

　
－
雲
自
ω
宛
①
O
q
與
H
α
－
目
O
q
一
サ
耐
勺
O
ミ
①
『
O
↓
O
O
目
眈
ユ
ゴ
』
ま
O
目
與
－
－
昌
叶
o
『
O
『
〇
一
国
－

　
巨
o
コ
d
コ
o
o
『
＞
『
巨
o
－
①
－
畠
o
｛
；
o
＝
o
目
胴
六
〇
目
①
q
ω
葛
o
－
巴
＞
中

　
冒
三
詠
↓
轟
巨
き
カ
o
o
q
一
昌
．
．
も
o
』
o
－
竃
1

（
9
）
　
北
京
大
学
教
授

（
1
0
）
　
北
京
大
学
客
員
教
授

（
u
）
　
中
国
人
民
大
学
教
授

（
1
2
）
　
印
国
社
会
科
学
院
法
学
研
究
所
教
授

（
1
3
）
　
『
人
民
日
報
』
一
九
九
九
年
二
月
八
日
。

（
1
4
）
　
呉
建
瑠
「
全
国
人
大
解
釈
基
本
法
依
拠
在
何
処
」
『
中
國
法
律
』

　
一
九
九
九
年
八
月
号
、
四
頁
、
二
六
－
二
八
行
。

（
1
5
）
　
呉
建
瑠
、
前
掲
論
文
、
四
頁
、
四
0
1
四
一
行
。

（
1
6
）
　
呉
建
掻
、
前
掲
論
文
、
四
頁
、
四
一
－
四
二
行
。

（
〃
）
　
呉
建
瑠
、
前
掲
論
文
、
四
頁
。

（
1
8
）
之
o
q
ζ
－
＝
目
o
q
（
彗
巨
昌
一
）
く
冒
鶉
9
o
『
o
二
目
邑
o
q
『
き
o
目

　
［
冨
竃
］
－
＝
穴
O
亀
㎝
な
お
判
決
全
文
は
巨
冒
ミ
ミ
名
名
．
巨
｛
O
．
O
q
O
く
．

　
プ
（
σ
鶉
ざ
－
5
ξ
＼
彗
o
q
＝
讐
＼
守
o
く
－
貢
－
畠
－
o
o
．
p
巨
昌
で
入
手
可
能

　
で
あ
り
、
引
用
は
こ
れ
に
拠
っ
た
。

（
1
9
）
　
香
港
政
庁
は
一
九
九
九
年
五
月
六
日
、
終
審
法
院
判
決
実
施
に

　
関
す
る
報
告
杳
を
発
表
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
約
＝
ハ
七
万
五
千
人

　
が
新
た
に
屠
留
権
を
取
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
政
庁
の
報
告
杳
は

　
こ
の
他
、
大
陸
中
国
人
の
香
港
流
入
が
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
、

　
住
宅
、
教
育
、
職
業
訓
練
、
医
療
、
社
会
福
祉
、
失
業
、
就
職
指
導
、

　
交
通
、
環
境
の
面
か
ら
分
析
す
る
。

（
2
0
）
　
「
中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
実
施
に
お
い
て

　
遭
遇
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
中
央
人
民
政
府
に
助
言
を
求
め

　
る
報
告
書
」

（
2
1
）
　
第
四
三
条
第
二
項
香
港
特
別
行
政
区
行
政
長
官
は
、
本
法
の

　
規
定
に
基
づ
い
て
中
央
人
民
政
府
と
香
港
特
別
行
政
区
に
対
し
責
任

　
を
負
う
。

（
2
2
）
　
第
四
八
条
第
一
項
香
港
特
別
行
政
区
行
政
長
官
は
下
記
の
職

　
権
を
行
使
す
る
。

　
　
（
二
）
貴
任
を
も
っ
て
本
法
お
よ
び
本
法
に
基
づ
い
て
香
港
特
別

　
行
政
区
に
適
用
さ
れ
る
そ
の
他
の
法
律
を
執
行
す
る
。

（
2
3
）
　
「
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
「
中
華
人
民
共
和
国
香

　
港
特
別
行
政
区
基
本
法
」
第
二
二
条
第
四
項
と
第
二
四
条
第
二
項
第

　
三
号
に
関
す
る
解
釈
L
一
九
九
九
年
六
月
二
六
日
第
九
回
全
人
代
常

　
委
会
第
一
〇
回
会
議
採
択
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（
2
4
）
　
ピ
o
奏
ヌ
o
目
o
q
く
E
晶
く
冒
；
9
昌
o
＝
昌
冒
釘
冨
ご
o
目
一
九
九

　
九
年
一
二
月
三
目
。
判
決
全
文
は
～
膏
ミ
ミ
峯
峯
」
葦
ρ
o
q
o
く
・
才
斥
＼

　
9
色
o
L
国
ミ
＼
昌
①
q
＝
ω
ミ
3
o
く
L
o
L
－
1
o
岨
．
ミ
昌
で
入
手
可
能
で
あ

　
り
、
引
用
は
こ
れ
に
拠
っ
た
。

（
2
5
）
　
中
国
憲
法
第
六
七
条
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
は
以

下
の
権
隈
を
行
使
す
る
。

　
第
四
号
法
律
を
解
釈
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
〇
〇
〇
〇
〇
獄
朋
朴
H
轟
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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